
専修大学神田校舎
５号館５６１教室

　核が開発されてから今年で80年。しかし日本政府は

この間、直爆のみを重視し、放射性降下物による内部

被ばくや低線量被ばくの影響を過小に見積もってき

た。国は「専門家」を動員して被害の実相を封じ込

め、被害者を切り捨ててきたのである。その構造は、

ビキニや福島にも通じる。

　世界で唯一の戦争被爆国とされる日本で、なぜ被ば

く問題はタブー視されてきたのか。5人のジャーナリス

トが協力し、一冊にまとめた。10月2日に発売予定の

『被ばく「封じ込め」の正体―広島・長崎・ビキニ・

福島の声から』(岩波ブックレット)である。広島・長

崎、福島、そしてビキニ水爆実験で被ばくした船員の

生の声を丹念に取材。共通する封じ込めの構造を解き

明かす。

の声から

長崎広島
ビキニ 福島

2025

10/ 18 (土）

１３：００〜１７：３０

事前登録制・定員１８０人

［開場１２：３０／入場無料］

ブックレット出版記念：上映＆トーク

｜共　催｜科学費基盤研究(B) 25K00516「核のフォールアウトと日米関係：広島・長崎・核実験・原発事故」 (研究代表者:高橋博子) 

岩波書店、OurPlanet-TV、メディア総合研究所、日本ジャーナリスト会議

第1部：ドキュメンタリー上映＆トーク

＜上映作品＞
「夏空の灰〜被爆体験者は何者か？」
　制作：長崎放送　ディレクター：古川 恵子
＜トーク＞
古川 恵子（長崎放送記者）×白石 草（OurPlanet-TV）

 13:00-14:10 

第２部：シンポジウム

 14:30-17:30 

 ブックレットの出版を記念して、執筆陣によるトークイベントを開催します。

ぜひご参加ください。

----- 小山 美砂（フリージャーナリスト）

----- 古川 恵子（長崎放送記者）

----- 白石 草（OurPlanet-TV）

----- 笹島 康仁（フリージャーナリスト）

  広島から〜黒い雨地域と裁判
  長崎から〜被爆体験者訴訟
  福島から〜甲状腺がんの今
  ビキニから〜元船員と健康被害
『放射線被曝の歴史』中川保雄氏が伝えたかったこと

----- 田井中 雅人（朝日新聞記者）



小山 美砂（こやま・みさ）
毎日新聞社で原爆報道キャップとして「黒い
雨」裁判を取材、2022年に毎日新聞社退社。
著書に『「黒い雨」訴訟』（2022年／集英社
新書）。

ジャーナリスト

白石 草（しらいし・はじめ）
3.11以降、福島原発事故後の取材に注力。
著書に『ルポ　チェルノブイリ28年目の子
どもたち』（2014年／岩波ブックレット）
他。

ジャーナリスト・OurPlanet-TV代表

長崎放送 報道メディア局 次長・記者

笹島 康仁（ささじま・やすひと）
高知新聞記者を経て2017年に独立。『秋のし
ずく 敗戦70年といま』（高知新聞取材班編
著／2016年／高知新聞社）、Yahoo!ニュース
特集などで執筆を担当。

ジャーナリスト・フォトグラファー

田井中 雅人（たいなか・まさと）
2012年ハーバード大学客員研究員。2022年神
戸大学より博士（学術）授与。著書に『核に
縛られる日本』（2017年／角川新書）他。 

朝日新聞記者（核と人類取材センター事務局長）

古川 恵子（ふるかわ・けいこ）
カネミ油症、被爆者を継続取材し、「夏空
の灰〜被爆体験者は何者か？〜」（2024
年）などのドキュメンタリー番組を制作。

高橋 博子（たかはし・ひろこ）*共催者挨拶
日本学術会議連携会員、広島平和記念資料館
資料調査研究会委員他。主な著書に『新訂増
補版　封印されたヒロシマ・ナガサキ』
（2012年／凱風社）、『核の戦後史』（創元
社／2016年／共著）他。

奈良大学文学部史学科教授

お申込み・お問い合わせ

特定非営利活動法人OurPlanet-TV　Tel:03-3296-2720　info@ourplanet-tv.org

　第１部：ドキュメンタリー上映＆トーク　

ブックレット出版記念：上映＆トーク

被ばく「封じ込め」の正体

広島・長崎・ビキニ・福島の声から

日　時：２０２５年１０月１８日（土）

　　　　１３時から（開場：１２時３０分〜）

会　場：専修大学神田校舎５号館５６１教室

住　所：東京都千代田区神田神保町３丁目８

交　通：水道橋駅　西口徒歩７分

　　　　九段下駅　出口５徒歩１分

　　　　神保町駅　出口A２徒歩３分

定　員：１８０人

申込み：QRコードからPeatix経由、もしくはメール・お電話にてお申込み下さい。

「夏空の灰〜被爆体験者は何者か？」（48分/2024年）
  制作：長崎放送　ディレクター：古川恵子

広島・長崎。２つの被爆地で、被爆者認定を巡り大きな格差
が生まれている。２０２２年度から運用が始まった新審査基
準により、広島では爆心地から約４０キロ離れた場所でも
「黒い雨」にあった人は被爆者と認められるようになった
が、長崎は対象外。被爆地域は南北１２キロ・東西７キロと
狭い。格差はなぜ生まれているのか？ 

　第２部：シンポジウム　
ブックレットの執筆陣が被ばく封じ込めに共通する構造を語る。

tel:03-3296-2720
mailto:info@ourplanet-tv.org

